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車 両 ア ジ 丁 の 医 学
シ ン ポ ジ ウ ム 第 4主 題 ｢結 核｣討 議 項 目
種 長 :内 藤 益 - (京大結研)
I Case-finding 副座長 :並 河 靖 (結核予防会京都府支部)





2) BCG 接種が行なわれた地域とまだ行なわれていない地域 で のツ反応
3) 原閃不明の弱反応をみる地域の問題
2. X 線 検 査
1) 70mm ミラーカメラによる間接の場合各種疾患の診断に X Pによる精険
を省略できるか｡
2) どのような集団に対 し SP 検査を行なったらよいか｡
3) 結核菌陰性病影の診断





tl予 防 接 種 副座長 :沢 田 哲 治 (日本BCG研究所)





モ デ ル 活 動 スタッフの養成 接 種 の 評 価
Tl 治 療 副座長 :前 川 陽 夫 (京大結研)
寺 松 孝 (京大結研)
A. 現に行なわれている化療方式の効果
B. 外来化学療法の条件下により効果的且つ実現可能な化療方式とその評価
1) 薬剤の量 2) 薬剤の種類,組合せ
C. 東南アジア諸国における外科的療法の価値
D. 治療の面で日本が協力しうる問題
N ま と め
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前田 如矢 (大阪市立大学医学部) :本邦はも
とより諸外国においても,悪性新生物および
心血管系疾患はつねに死亡率の上位をしめ,
いわゆる成人病としてその早期発見,管理の
重要性が痛感されている｡わが国においては,
戦後漸 くこれら成人病に対する関心がたかま
り,各地で MassSurveyが行なわれている
事は周知のとおりである｡
我 々大阪市立大学公衆衛生研究会では,昨
夏第 1次調査隊をセイロンに送り,同国の疾
病状況についての基礎調査を行なった｡その
報告によれば結核はわが国の約 1/3位,マラ
リアは極めて少なく,フィラリアも局地的に
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